アクティビティ： 自分の支出計画を立てる

1. あなたの目標のひとつを考えてください。 その目標を達成するためにどのサービスを使用しますか？
2. あなたの自己決定予算の代わりに、他の資金源がそれらのサービスを支払うことができますか？
3. それらサービスを支払うためにあなたの予算を使うことを望むならば、そのサービスがいくらかかるか考えてください。
· どのくらいの頻度でこのサービスを受ける予定ですか？ 週に何時間？ 年間何週間？

· サービスはいつ開始され、いつ終了しますか？

· 一回ずつの料金ですか？ 月額？ 税金と保険についてはどうなりますか？

· •その年のあなたの支出計画にいくらかかるか把握する計算をしてください。
	PCP/IPP
ゴール
	サービス
	頻度は?
	開始日/終了日
	時給
 か料金?
	合計金額

	例:

家の近くで仕事を探す

	仕事のコーチ
（またはSDPで)

「雇用のサポート」
	週に3日、毎回3時間 
	開始: 7月の第一月曜日 (学校を卒業)

終了: 来年4月
(次の IPPでレビュー)
	仕事のコーチへの給料1時間18ドル

*****

税金と保険料は1時間あたりの料金に18％を加算
	1) 1日3時間×1週間に3日= 9時間/週

2) 7月から4月まで= 10ヶ月

3) 10ヶ月×4週／月= 40週

4) 週9時間×40週間= 360時間

5) 1時間18ドルX 18％（3.24ドル）= 21.24ドル/時間

6) 360時間×21.24ドル／時間= 7,646.4ドル 
$7,646.40 が “雇用サポート”あてで支出計画に載る
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